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 1．はじめに 

 近年，原子力発電所の安全性に関する議論において技術分野からの発信や説明が一般市民に適切に伝わらず

誤解が生じたり，技術者がうまく説明できないことが理由で不必要で過剰な対応を強いられたりする等，様々

な問題が表面化してきている.これらの原因はリスク情報の発信者及びリスク管理責任者が一般市民から信頼

されていなかったことや，技術分野からの技術に関する説明の不十分さ・不適切さにあると考える必要がある. 

 ここでは，一般市民と技術者間での信頼を醸成し，技術について合理的な判断，正しい理解，納得(合意)

形成が得られるような技術説明技法の構築を目的とし，社会心理学でのリスク認知や信頼の構築に関するリス

クコミュニケイションモデル1,2)と新しい技術説明に関する取り組み3)とを合わせた考え方を構築する.さらに，

その手法を用いて，福島県における道路施設の維持管理に関するホームページを例とし，技術説明上の課題を

整理し，新しい説明モデルを作成するともにその効果を調査した. 

2．社会心理学におけるリスクコミニュケイションモデルと技

術説明に関する取り組みを合わせたモデル 

2．1 現状：技術説明に配慮すべき受け手の心理として，リスク認

知とそれに係わる信頼の構築に着目し，既往の考え方を示す．リス

クの認知として，人が対象について態度を形成するプロセスには，

問題とする事柄の内容についての情報を理解し,よく考えて判断す

る中心ルート処理と，判断のための思考量が少なく，問題に関連す

る周辺的な要素に反応して手早く簡単に判断する周辺ルート処理が

ある.情報の発信者は，聞き手に中心ルートで情報処理させることが

重要である.そのような情報が発信されることを前提とし，信頼が構

築されるプロセスには,従来，能力と誠実さについての認知が必要で

あると考えられてきた.最近では，個々人の主要な価値とリスク管理

責任者の主要な価値が同じであると認知すると，そのリスク管理者

を信頼するようになるという，主要価値類似性(SVS)モデルによる考

え方，さらに図-1に示す2つのモデルを複合させた信頼の構築モデル

が提案されている1). 

 次に，原子力安全基盤研究として，現在進められている技術者に

よる技術説明の体系化に関する研究の考え方を示す．その目的は，

合理的な判断，正しい理解，納得 (合意)形成を可能とすることが示され，図-2に示す5つの要件グループが具

備されなければならないことが示されている.その内容は，前提条件として(1)社会の利益に合致し，(2)私たち

が求める合目的なものであること，留意点として(4)正確なことを客観的に，(5)わかりやすくかつ身近な問題

として説明し，さらに(6)公平で中立な立場で説明するように配慮する必要があることが示されている.ここで

重要なのは「説明」とは「説得」ではなく，第一義的に「納得」を目指しているという点である. 

2.2 新しい考え方：ここでは，技術の説明に関する構成やその内容に関する必要要件を，①リスクの認知
に関する中心ルート処理を可能とし態度を形成するための留意点，②リスクへの対応に関する信頼の醸成に

係わる主価値の共有化に関する留意点，さらに，③技術説明の前提条件とする．  

 

 

図-1 信頼の構図 

図-2 技術説明学の要件とその相関図 
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3．新しい技術説明技法の適応事例 

 新しい技術説明技法の適応事例として，福島県の道路の維持管理手法ついての紹介ホームページを対象に，提案

手法の観点で課題を抽出し，新しい説明技法に基づく説明モデル案を作成した. 

3.1 課題の抽出：福島県の道路の維持管理手法に関するホームページ中の「福島県の道路の現状」に関する部分を図-3 に示す.

リスクの認知，説明内容の留意点，主価値の共有化という観点で課題が認められたので，以下に示す.  

 リスク認知に関する課題：「荒廃するアメリカ」から「荒廃するふくしま」の順序で紹介すると，自分に身近な問題ではないアメ

リカの説明を先に聞くことになるため，動機づけが弱くなってしまう.したがって，周辺ルートで情報処理されてしまう可能性があ

る.中心ルート処理をするための動機づけを強くする必要がある. 

 説明内容の留意点：もっと身近な例を挙げて分かり易く説明が必要. 

 主価値の共有化：現状の道路に関する現状の認識（財政上の問題，現状，アメリカを例とする将来の姿）を一般市民と共有する.

将来のリスクへの対応（マネジメント）の必要性の共有化. 

3.2 新しい説明モデル：前述の課題を踏まえて作成した「福島県の道路の現状」に関する修正説明モデル案を図-4に示す.一般市民に

中心ルートで情報を処理させるために，市民に身近な福島県の現状から説明し，市民に馴染みのない専門用語の使用はなるべく避け，なおか

つ適切に表現した.また，補修・修繕が必要な理由も記述し，合目的性のある記述を心がけている. 

4.アンケート調査結果 

8名の被験者を対象に，上記のホームページの原版と新しい説明技法を用いた修正版とのわかりやすさの違いについてアンケートによ

る評価を実施した.被験者は20代の男子大学生4名と女子大学生2名，40代から50代の女性会社員2名である.得られた結果として，修正前

と修正版のわかりやすさを50点満点で採点させたところ，修正前の平均点は23点，修正版の平均点は39点であった.次に，この内容がホ

ームページで示された場合に最後まで読むかという問いにはa.最後まで読む，b.途中で読むのをやめる，c.最初の部分を読んでやめると

いう選択肢を用意した.a:3点，b:2点，c:1点として評価したところ，修正前の平均は1.8点，修正後の平均は2.6点であった. 

5．まとめ 

説明技法を用いたことにより修正前よりも，わかりやすさは1.7倍，読む動機づけは1.4倍という高い評価が得られた.このことから，

新しい説明技法は有用であるということがいえる.しかし，アンケート調査の結果の中に，何名かの被験者が修正版を途中で読むのをや

めると回答したものがあった.理由は，図が見にくいというものである.今回の調査では，図の多くは元から使用されていたものを転載し

た.したがって，読む動機づけには図の鮮明さや，文字の大きさが深く関わっているようである.今後の課題としたい. 
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図-3 福島県のアセットマネジメント HP の一部    図-4 新しい技術説明技法による修正版  

(写真の配置など修正) 
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